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【補正予算】町営住宅の整備
第１回臨時議会
議案採決結果一覧表
町政を問う「一般質問に７名が登壇」
委員会活動リポート
ここが知りたいQ&A
その後どうなった…
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生徒たちの未来への可能性秘めた、想像力の膨らむ、

学習の成果を100％発表していました。

大郷中学校合唱コンクール
（赤間滋委員長撮影）
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平
成
26
年
第
３
回
定
例
議
会
は
、
９
月
４
日
か
ら
９
月
19
日
ま
で
の
会
期
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
・
６
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
の
各
会
計
決
算
を
、
決
算
審
査
特
別
委

員
会
の
慎
重
審
議
を
経
て
、
全
会
計
を
認
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
条
例
の
一
部
改
正
等
6
件
、
平
成
26
年
度
各
種
会
計
の
補
正
予
算
８
件
を
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
教
育
委
員
会
委
員
お
よ
び
固
定
資
産
評
価
審
議
会
委
員
の
同
意
案
件
は
、
全
会
一
致
で
同

意
し
ま
し
た
。

「
子
育
て
充
実
」
に
向
け
て
整
備

保
育
事
業
・
児
童
ク
ラ
ブ
等
の
条
例
を
制
定

【
一
般
議
案
】

（
議
案
第
39
号
）
　

 

大
郷
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
本
部
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

原
案
可
決

（
議
案
第
40
号
）
　

 

大
郷
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問
　
新
制
度
で
こ
れ
ま
で
の
保

育
所
・
幼
稚
園
の
運
営
は
ど
の

よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

答
　
保
健
福
祉
課
長
　
こ
れ
ま

で
は
保
育
時
間
に
か
か
わ
ら
ず

同
じ
保
育
料
だ
っ
た
が
、
保
育

時
間
の
長
さ
に
よ
り
新
た
な
保

育
料
の
設
定
が
必
要
に
な
る
。

ま
た
、
手
続
き
も
変
わ
る
の
で
、

利
用
者
に
は
年
内
に
知
ら
せ
て

い
き
た
い
。

答
　
教
育
長
　
幼
稚
園
と
保
育

園
そ
れ
ぞ
れ
で
取
り
組
ん
で
い

る
預
か
り
保
育
は
、
一
元
化
す

べ
き
方
向
で
進
ん
で
い
る
が
、

国
か
ら
詳
細
に
つ
い
て
の
説
明

は
な
い
。
一
つ
の
案
と
し
て
、

教
育
の
部
分
だ
け
は
幼
稚
園
で
、

預
か
り
保
育
に
つ
い
て
は
保
育

園
に
委
託
と
い
う
考
え
も
含
め
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。原

案
可
決

　（
議
案
第
41
号
）

 
大
郷
町
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

原
案
可
決

（
議
案
第
42
号
）

 

大
郷
町
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決

（
議
案
第
43
号
）

　
大
郷
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
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▲決算審査特別委員会（各課ごとに審査）

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

水 

道

一　般　会　計

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後期高齢者医療

下 水 道 事 業

農業集落排水事業

戸別合併処理浄化槽

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

平成24年度決算 比較増減平成25年度決算会　計　別

合　　　計

△２億７，１９６万円

△２，２６５万円

４，２１１万円

３６７万円

１，６１０万円

△８，５０２万円

△１，５２６万円

６０１万円

△１，９８１万円

△３億４，６８１万円

５４億６，４０５万円

９億７，２４７万円

９億３，４８８万円

７，０００万円

２億５，８９２万円

１億２，９６３万円

６，７４５万円

２億　１８９万円

６，７５６万円

８１億６，６８５万円

５１億９，２０９万円

９億４，９８２万円

９億７，６９９万円

７，３６７万円

２億７，５０２万円

４，４６１万円

５，２１９万円

２億　７９０万円

４，７７５万円

７８億２，００４万円

増減率

△４．９８％

△２．３３％

４．５０％

５．２４％

６．２２％

△６５．５９％

△２２．６２％

２．９８％

△２９．３２％

△４．２５％

歳出決算の前年度対比

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問
　
国
の
新
制
度
で
は
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
が
６
年
生

ま
で
可
能
に
な
っ
て
い
る
が
、

本
町
の
改
正
案
で
は
小
学
校
４

年
生
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
子

育
て
支
援
に
重
点
を
置
い
て
い

る
町
と
し
て
、
い
つ
ま
で
に
６

年
生
ま
で
拡
大
す
る
考
え
か
。

答
　
町
長
　
現
在
担
当
課
と
施

設
整
備
な
ど
に
つ
い
て
協
議
中

で
、
定
住
化
を
進
め
る
中
で
６

年
生
ま
で
利
用
で
き
る
よ
う
対

応
し
て
い
き
た
い
。

問
　
廃
校
利
用
で
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
充
実
を

答
　
町
長
　
利
用
し
や
す
い
場

所
で
な
い
と
子
ど
も
達
の
た
め

に
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は

大
郷
小
学
校
周
辺
に
設
置
が
好

ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決

（
議
案
第
44
号
）

　
財
産
の
交
換
・
譲
与
、
無
償

貸
付
け
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

原
案
可
決

（
報
告
第
４
号
・
第
５
号
）

・
健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て

・
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

報
告
の
み

※1万円未満は四捨五入
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主なつかいみち

1億0,309万円

1億4,996万円

1,435万円

2,916万円

2,194万円

○議会費

○黒川地域行政事務組合（消防）

○消防施設整備工事

○地域消防団活動費

○新基幹システム導入支援事業

総
務・財
政

主なつかいみち

3,719万円

1億0,733万円

246万円

1,278万円

118万円

○住民バス管理費

○ごみ焼却処理（黒川行政）

○環境衛生組合家庭清掃事業補助

○ごみ収集業務

○狂犬病予防注射業務

▲大切な住民の「足」です

▲頼りになる大郷町消防団

生
活・環
境

●特集／平成25年度決算
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問
　
役
場
地
下
の
期
日
前
投
票

所
は
身
体
の
不
自
由
な
人
に
は

か
な
り
不
便
で
あ
り
、
場
所
の

変
更
を
す
べ
き
で
は
。

答
　
町
長
　
来
年
の
選
挙
ま
で

に
は
、
安
心
し
て
投
票
で
き
る

場
所
を
検
討
す
る
。

問
　
消
防
団
員
の
不
足
数
は
ど

の
程
度
か
。
増
員
の
た
め
に
協

力
し
て
も
ら
う
よ
う
各
企
業
を

訪
問
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
　
総
務
課
長
　
１
０
０
名
近

く
不
足
し
て
い
る
。
団
長
と
共

に
企
業
巡
回
を
計
画
し
て
い
る
。

問
　
防
災
行
政
無
線
の
使
用
基

準
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
べ

き
で
は
。

答
　
総
務
課
長
　
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成
は
検
討
す
る
。

問
　
予
備
費
の
充
用
が
多
過
ぎ

る
。
補
正
予
算
で
対
応
が
可
能

な
も
の
も
あ
る
よ
う
な
の
で
、

議
会
で
議
決
後
に
す
べ
き
で
は
。

答
　
企
画
財
政
課
長
　
各
課
に

指
導
す
る
。

便
利
な
期
日
前
投
票
所
を問

　
指
定
管
理
者
変
更
の
話
が

出
て
い
る
が
、
苦
情
だ
け
で
な

く
、
利
用
状
況
の
分
析
等
を
行

い
、
課
題
・
問
題
を
抽
出
し
、

公
共
交
通
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

答
　
企
画
財
政
課
長
　
利
用
状

況
・
分
析
を
重
ね
次
世
代
の
住

民
バ
ス
の
あ
り
方
、
デ
マ
ン
ド

型
も
含
め
公
共
交
通
の
あ
り
方

を
検
討
し
て
い
る
。

問
　
バ
ス
運
行
全
体
で
１
億
円

く
ら
い
支
出
し
て
い
る
。
住
民

バ
ス
の
み
で
な
く
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
、
心
郷
の
送
迎
バ
ス
も
含

め
、
交
通
シ
ス
テ
ム
を
検
討
す

べ
き
で
は
。

答
　
副
町
長
　
総
体
的
な
交
通

体
系
の
見
直
し
の
時
期
に
来
て

い
る
。
指
定
管
理
も
含
め
て
検

討
し
て
い
く
。

問
　
住
民
バ
ス
の
課
題
は
町
と

公
社
の
協
議
で
解
決
す
べ
き
で

は
。

答
　
企
画
財
政
課
長
　
住
民
本

位
の
運
行
の
徹
底
を
指
導
す
る
。

総
体
的
な
交
通
体
系
の
見
直
し
を

若生副委員長高橋委員長

決算審査特別委員会
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　平成25年度の決算を詳細に審査するため、

特別委員会を設置（委員長・高橋重信議員）

し、延べ６日間にわたり各課ごとに質疑応答

を行い、慎重審議・検証しました。

　本会議では、委員会審査報告の後、採決を

行い、一般会計及び各種会計を認定しました。

●特集／平成25年度決算

問
　
検
診
受
診
率
が
低
下
し
て

い
る
。
受
診
率
向
上
の
努
力
は
。

答
　
保
健
福
祉
課
長
　
体
験
談

を
載
せ
た
チ
ラ
シ
、
広
報
誌
の

利
用
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
未
検

診
理
由
の
把
握
に
努
め
る
。

問
　
生
活
相
談
は
民
生
委
員
の

重
要
な
仕
事
だ
が
、
ど
の
よ
う

な
研
修
を
し
て
い
る
の
か
。

答
　
保
健
福
祉
課
長
　
毎
月
の

定
例
会
で
、
そ
の
重
要
さ
を
伝

え
て
お
り
、
専
門
の
講
師
に
よ

る
研
修
を
計
画
し
て
い
る
。

問
　
身
体
障
害
者
、
及
び
知
的

障
害
者
相
談
員
の
相
談
状
況
は
。

答
　
保
健
福
祉
課
長
　
自
宅
で

相
談
を
受
け
た
り
、
そ
の
場
で

情
報
交
換
を
さ
れ
て
い
る
。

問
　
保
育
児
童
の
待
機
者
は
見

通
し
も
含
め
て
完
全
に
解
消
さ

れ
た
の
か
。

答
　
保
健
福
祉
課
長
　
子
ど
も

子
育
て
支
援
計
画
を
策
定
中
で

あ
り
、
見
通
し
は
そ
の
中
で
検

討
す
る
。
待
機
者
は
現
在
は
解

消
し
て
い
る
。

検
診
受
診
率
の
向
上
対
策
を

問
　
住
民
バ
ス
、
縁
の
郷
、
開

発
セ
ン
タ
ー
等
の
事
業
は
、
町

が
直
接
委
託
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン

は
テ
ナ
ン
ト
方
式
に
す
べ
き
で

は
。

答
　
副
町
長
　
役
場
だ
け
で
な

く
、
利
用
団
体
、
振
興
公
社
と

も
協
議
し
て
進
め
る
。

問
　
財
政
的
考
慮
も
必
要
だ
が
、

使
用
す
る
人
の
利
便
性
向
上
が

重
要
だ
。
条
例
・
協
定
書
の
見

直
し
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、

利
用
者
よ
り
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
る
べ
き
で
は
。

答
　
副
町
長
　
当
初
の
目
的
を

達
成
す
る
よ
う
、
ア
ン
ケ
ー
ト

実
施
も
含
め
検
討
す
る
。

問
　
旧
大
郷
牧
場
跡
地
は
、
将

来
的
に
町
の
意
向
が
反
映
さ
れ

な
い
状
況
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

答
　
副
町
長
　
長
期
総
合
計
画

を
策
定
中
な
の
で
、
そ
の
中
で

方
向
性
を
示
す
。

㈱
お
お
さ
と
地
域
振
興
公
社
の
指
定
管
理
者
制
度
の
見
直
し
を

主なつかいみち

1億0,538万円

6,334万円

1億4,585万円

1億3,525万円

2,452万円

○

○黒川病院費

○障害者自立支援給付費

○保育所費

○各種検診委託料（胃がん検診等）

保
健・福
祉

主なつかいみち

999万円

8,483万円

448万円

350万円

199万円

○縁の郷施設管理費

○農業振興・畜産費

○開発センター管理費

○支倉常長400年の夢事業

○割増商品券発行事業

▲健康は自分で守るもの

農
政・商
工

県後期高齢者医療広域
連合療養給付費等負担金

▲公社が運営する物産館は、「大郷町の顔」です
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問
　
東
沢
・
田
布
施
の
町
営
住

宅
の
建
て
替
え
計
画
に
つ
い
て
。

　
ま
た
、
入
居
者
に
は
早
期
に

知
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答
　
地
域
整
備
課
長
　
鶉
崎
に

27
年
〜
29
年
に
建
て
替
え
る
計

画
で
あ
り
、
今
年
度
中
に
現
入

居
者
に
説
明
会
を
開
催
す
る
。

問
　
町
営
住
宅
の
滞
納
額
が
増

え
て
い
る
よ
う
だ
が
。

答
　
地
域
整
備
課
長
　
本
人
及

び
連
帯
保
証
人
と
協
議
し
、
回

収
に
努
め
て
い
る
。

問
　
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画

の
内
容
に
つ
い
て
。

答
　
地
域
整
備
課
長
　
76
橋
に

優
先
順
位
を
つ
け
て
修
繕
に
着

手
す
る
計
画
で
あ
る
。

町
営
住
宅
の
建
て
替
え
計
画
は
早
め
に
公
表
を

問
　
預
か
り
保
育
の
人
数
は
。

ま
た
、
職
員
は
充
足
し
て
い
る

の
か
。

答
　
教
育
課
長
　
現
時
点
で
22

名
の
預
か
り
保
育
数
。
職
員
は

臨
時
職
員
１
名
が
他
職
員
と
シ

フ
ト
を
組
み
な
が
ら
何
と
か
対

応
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

答
　
教
育
長
　
臨
時
職
員
で
は

な
か
な
か
応
募
し
て
く
れ
な
い

の
で
、
充
足
す
る
よ
う
努
力
す

る
。

問
　
小
学
校
の
太
陽
光
発
電
設

備
の
効
果
は
。
援
助
い
た
だ
い

た
コ
カ
・
コ
ー
ラ
㈱
に
御
礼
の

報
告
を
す
べ
き
で
は
。

答
　
教
育
長
　
電
気
使
用
量
減

額
の
み
な
ら
ず
、
環
境
教
育
の

学
習
に
役
立
て
て
い
る
。
そ
の

旨
を
コ
カ
・
コ
ー
ラ
㈱
に
御
礼

を
兼
ね
て
報
告
す
る
。

問
　
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
２
台
あ

り
管
理
方
法
が
違
う
。
統
一
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
町
長
　
将
来
に
向
け
て
、

運
用
方
法
等
を
検
討
す
る
。

幼
稚
園
の
預
り
保
育
を
充
実
せ
よ

建
設・土
木

主なつかいみち

893万円

4,973万円

1,368万円

1,215万円

574万円

7,067万円

○小中学校パソコン賃借料

○幼小中学校スクールバス運行業務

○奨学金貸付金

○幼稚園管理費

○学校給食費助成金

○社会教育施設管理費

▲より良い環境を整えていきたい（大郷幼稚園）

教
育・文
化

主なつかいみち

3,788万円

3,577万円

4億5,231万円

2,997万円

6,545万円

○町道補修工事費

○町道除融雪業務

○町道新設改良費

○橋梁新設改良費

○町営住宅建設費

●特集／平成25年度決算

主なつかいみち

1,495万円

6億5,239万円

1億2,408万円

402万円

○災害廃棄物処理費

○公共土木施設等災害復旧費

○農林水産施設災害復旧費

○文教施設災害復旧費

災
害
復
旧
関
係



●特集／平成25年度決算

徹 底 検 証徹 底 検 証

おおさとみんなの議会／平成26年11月／176号7

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

問
　
財
政
調
整
基
金
が
１
億
７

０
０
０
万
円
の
残
高
と
な
っ
て

い
る
。
他
自
治
体
と
比
較
し
て

高
い
保
険
料
の
軽
減
努
力
を
開

始
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
副
町
長
　
国
保
運
営
委
員

会
等
の
意
見
を
伺
い
、
判
断
し

て
い
き
た
い
。

水
道
事
業
会
計

問
　
有
収
率
が
80
％
と
伸
び
て

な
い
。
今
後
の
見
通
し
は
。

答
　
町
長
　
漏
水
の
早
期
発
見

と
修
理
に
努
め
、
有
収
率
90
％

に
な
る
よ
う
努
力
す
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計

問
　
予
防
事
業
に
お
い
て
、
健

康
的
に
ど
れ
く
ら
い
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
し
た
か
の
検
証
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答
　
保
健
福
祉
課
長
　
県
が
行

う
検
証
事
業
の
内
容
を
確
認
し

な
が
ら
、
町
と
し
て
検
証
で
き

る
方
向
性
を
見
出
し
、
新
た
な

事
業
展
開
を
進
め
て
い
き
た
い
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

主なつかいみち

1,637万円

4,882万円

1,814万円

1,432万円

○石綿セメント管更新事業

○下水道管理費

○農集排事業管理費

○合併処理浄化槽設置工事

▲真剣勝負!!（老人ふれあいの家心郷）

特
別
会
計・水
道

25
年
度
一
般
会
計
の
認
定
に
つ
い
て

赤
間　

滋
議
員

反
対

　
平
成
25
年
度
一
般
会
計
決
算

は
、
歳
入
・
歳
出
差
し
引
き
５

億
３
６
１
０
万
７
９
４
７
円
と

な
っ
て
い
る
。

　
国
・
県
へ
の
積
極
的
な
働
き

か
け
に
よ
り
財
源
確
保
に
努
め
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
、
産
業
の
振
興
、

健
康
、
子
育
て
支
援
、
教
育
・

福
祉
の
充
実
等
に
取
り
組
み
、

厳
し
い
財
政
基
盤
の
中
で
、
３

億
円
を
一
般
会
計
財
政
調
整
基

金
に
繰
り
入
れ
て
い
る
。

千
葉
勇
治
議
員

賛
成

　
旧
大
郷
牧
場
跡
地
の
活
用
に

つ
い
て
、
町
の
指
針
が
未
だ
に

示
さ
れ
な
い
ま
ま
、
土
取
り
に

よ
る
乱
開
発
が
始
ま
っ
て
い
る
。

跡
地
活
用
に
つ
い
て
広
く
町
民

と
話
し
合
い
、
方
向
性
を
示
す

べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン

事
業
に
つ
い
て
、
こ
の
事
業
に

当
時
携
わ
っ
た
関
係
者
に
対
す

る
責
任
追
及
が
な
さ
れ
て
い
な

い
。
町
長
は
町
の
関
与
を
認
め

て
い
る
な
ら
ば
、
町
と
公
社
が

一
体
と
な
り
、
問
題
解
決
に
当

た
る
必
要
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
健
康
検
診
の
受
診

率
が
極
め
て
悪
く
、
そ
の
向
上

対
策
が
ほ
と
ん
ど
取
ら
れ
て
い

な
い
。
こ
れ
ら
の
改
善
を
求
め

反
対
す
る
。

　
ま
た
、
本
年
度
の
財
政
比
率

は
、
自
主
財
源
が
前
年
度
よ
り

も
３
・
４
％
向
上
し
、
実
質
公

債
費
比
率
も
前
年
度
に
比
べ
て

１
・
０
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い

る
な
ど
、
財
務
指
標
の
改
善
は

大
い
に
評
価
で
き
る
点
で
あ
る
。

　
今
後
と
も
、
住
民
が
暮
ら
し

や
す
く
住
み
よ
い
大
郷
町
を
つ

く
る
心
構
え
で
、
議
会
に
諮
り

な
が
ら
予
算
執
行
に
当
た
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
、

賛
成
討
論
と
す
る
。
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ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
充
を

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
（
ふ

る
さ
と
納
税
）
の
な
お
一
層
の

拡
充
に
努
め
ら
れ
た
い
。

指
定
管
理
の
再
検
討
を

　
㈱
お
お
さ
と
地
域
振
興
公
社

に
対
す
る
指
定
管
理
に
つ
い
て

再
検
討
さ
れ
た
い
。

不
納
欠
損
処
理
は
慎
重
に

　
不
能
欠
損
処
理
は
、
分
納
誓

約
者
と
の
不
公
平
感
が
な
い
よ

う
、
慎
重
に
判
断
さ
れ
た
い
。

期
日
前
投
票
所
の
再
検
討
を

　
有
権
者
の
利
便
性
向
上
の
た

め
、
期
日
前
投
票
所
の
場
所
を

再
検
討
さ
れ
た
い
。

受
診
率
向
上
の
た
め
の
施
策
を

　
各
種
検
診
の
受
診
率
向
上
の

た
め
の
施
策
を
早
急
に
講
じ
ら

れ
た
い
。

旧
大
郷
牧
場
の
利
用
計
画
を

　
平
成
27
年
度
に
向
け
て
、
旧

大
郷
牧
場
の
利
用
計
画
を
示
す

べ
き
で
あ
る
。

農
業
者
へ
の
支
援
強
化
を

　
厳
し
い
農
業
情
勢
を
踏
ま
え
、

農
業
立
町
と
し
て
の
農
業
者
へ

の
支
援
を
強
化
さ
れ
た
い
。

計
画
は
広
く
周
知
を

　
町
営
住
宅
建
設
計
画
は
広
く

周
知
す
べ
き
で
あ
る
。

消
防
団
員
等
の
拡
充
を

　
消
防
団
員
並
び
に
消
防
協
力

事
業
者
各
の
拡
充
に
努
め
ら
れ

た
い
。

予
備
費
充
用
は
慎
重
に

　
予
備
費
の
充
用
は
、
真
に
緊

急
且
つ
止
む
を
得
な
い
場
合
に

限
る
べ
き
で
あ
る
。

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

事
業
の
更
な
る
充
実

強
化
を

石
綿
セ
メ
ン
ト
管
早
期

更
新
と
有
収
率
向
上
に

努
力
を

町
当
局
に
　 

項
目
の
意
見
を
提
言

決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
、
６
日
間
に
わ
た
る
委
員
会
審
査
の
結
果
、

12
項
目
に
及
ぶ
意
見
を
町
当
局
に
提
言
し
ま
し
た
。

一
般
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

12

▲今年も大盛況だった夏まつり
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決
算
総
体
で
は
、
基
金
繰
入

金
が
前
年
よ
り
約
１
億
５
０
０

０
万
円
増
加
し
た
。
し
か
し
、

災
害
復
旧
事
業
完
了
後
の
国
・

県
か
ら
の
新
た
な
補
助
金
の
確

保
や
、
ご
み
焼
却
施
設
新
設
に

伴
う
黒
川
行
政
事
務
組
合
へ
の

負
担
金
、
今
後
も
継
続
し
て
行

わ
れ
る
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

等
の
問
題
が
あ
る
。

　
平
成
26
年
度
も
基
金
取
り
崩

し
に
よ
る
財
政
運
営
に
な
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
自
主
財
源

の
確
保
や
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン

の
継
続
が
必
要
で
あ
る
。

　
介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
額
が
前
年

比
13
・
９
％
の
増
と
な
っ
た
。

本
町
の
高
齢
化
に
伴
う
給
付
費

の
増
加
は
必
至
で
あ
り
、
地
域

支
援
事
業
等
の
更
な
る
充
実
を

図
り
、
予
防
医
療
事
業
等
に
よ

る
健
康
寿
命
の
増
長
増
進
で
、

給
付
費
の
抑
制
に
努
め
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
で
は
、
今
後
と
も
引
き
続

き
滞
納
整
理
対
策
に
努
力
し
、

下
水
道
事
業
・
農
業
集
落
排
水

事
業
・
戸
別
合
併
浄
化
槽
事
業

に
つ
い
て
は
、
収
入
未
済
額
の

処
理
と
、
水
洗
化
加
入
促
進
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
水
道
事
業
は
黒
字
計
上
と
な

っ
た
が
、
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
更

新
事
業
の
未
施
工
分
早
期
完
了

に
努
力
さ
れ
た
い
。

　
備
品
等
は
本
町
の
財
産
で
あ

り
、
適
切
に
管
理
さ
れ
有
効
に

活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

消
耗
品
的
な
物
品
も
含
め
、
事

務
の
効
率
性
か
ら
も
整
理
す
べ

き
で
あ
る
。

　
債
務
管
理
に
つ
い
て
、
回
収

が
困
難
な
収
入
未
済
額
が
発
生

し
て
い
る
。
債
権
管
理
事
務
が

増
え
、
事
務
の
効
率
化
が
妨
げ

ら
れ
て
い
る
。
適
正
な
管
理
と

徴
収
の
強
化
を
図
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

監
査
委
員
の
意
見
（
要
約
）

一
般
会
計
の
実
質
収
支
額
は
黒
字
だ
が
…

（　　　　　　  ）

将来にわたる実質的負債
「借金」の割合　　　　　（　　　　　  ）

（　　　　　 ）

区　　　分 判断

正常

正常

正常

正常

赤字なし

赤字なし

11.30％

37.30％

大 郷 町
（平成25年度）

１．実質赤字比率　　

（一般会計に占める赤字の割合）

（前年度比1.0％減）

（前年度比4.5％減）

２．連結実質赤字比率
公営企業などを含む全会計に
占める赤字の割合　　　　　

３．実質公債費比率　

４．将来負担比率　　

自治体の収入に対する
借金返済額の割合　　

15.0％

20.0％

25.0％

350％

20％

30％

35％

４指標のうち１つ

でも基準値を超え

れば「早期健全化

団体」となり、自

治体は自主的に財

政を改善しなけれ

ばなりません。

３指標のうち１つ

でも基準値を超え

れば、国の管理下

で財政再建を進め

る「財政再生団体」

となります。

基準値 早期健全化団体 基準値 財政再生団体

 黄色信号（注意）  赤色信号（財政破綻）

報告
財政健全化指標

町財政を健康診断
　自治体の財政危機を未然に防ぐために「健全化指標」の公表が義務付けられています。

財政状況は４つの指標を使って判断しますが、１つでも基準値を超えると財政悪化を示

します。

【
特
別
会
計
】

介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

の
給
付
費
増
加
は
必
至

備
品
等
及
び
債
務
の
適
切
な
管
理
を



　
一
般
会
計
は
、
１
億
９
８
２

０
万
円
を
増
額
し
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
44
億
７
２
７
９
万
円

の
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
主
な

内
容
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

問
　
大
松
沢
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
解
体
後
、
以
前
に
も
説
明
が

あ
っ
た
が
、
改
め
て
今
後
の
活

用
を
問
う
。

答
　
教
育
課
長
　
学
校
施
設
で

あ
り
、
大
き
過
ぎ
使
い
勝
手
が

悪
く
一
部
解
体
す
る
が
、
27
年

当
初
予
算
に
大
松
沢
社
会
教
育

セ
ン
タ
ー
の
新
築
工
事
費
を
計

上
す
る
考
え
で
あ
る
。

問
　
定
住
促
進
事
業
に
つ
い
て
、

こ
こ
に
至
っ
た
経
過
と
今
後
の

手
順
は
。

答
　
町
長
　「
仮
称
、
希
望
の
丘

山
中
線
」
の
新
設
道
路
の
設
計

調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後

の
道
路
新
設
に
よ
り
、
住
宅
地

と
し
て
、
最
適
の
場
所
と
思
っ

て
い
る
。

答
　
地
域
整
備
課
長
　
大
郷
町

子
育
て
世
代
定
住
促
進
プ
ラ
ン

案
を
作
成
中
で
あ
り
、
い
ろ
い

ろ
な
支
援
策
を
盛
り
込
ん
で
条

例
化
し
、
28
年
度
中
に
入
居
開

始
の
計
画
で
あ
る
。

問
　
除
融
雪
業
務
に
つ
い
て
、

毎
年
町
民
か
ら
苦
情
が
来
て
い

る
と
思
わ
れ
る
が
、
通
勤
、
通

学
前
の
早
い
時
期
に
実
施
で
き

な
い
か
。

答
　
地
域
整
備
課
長
　
一
工
区

あ
た
り
10
時
間
く
ら
い
か
か
る

が
、
通
勤
通
学
の
所
は
優
先
的

に
行
っ
て
い
る
。
今
年
は
細
い

道
路
も
除
雪
業
務
に
盛
り
込
ん

で
い
る
。
な
お
業
者
に
も
徹
底

し
て
指
導
す
る
。

問
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
工
事

は
、
ど
こ
に
何
基
つ
け
る
の
か
。

答
　
総
務
課
長
　
海
洋
セ
ン
タ

ー
前
の
交
差
点
に
２
基
、
大
友

石
材
店
角
の
交
差
点
に
１
基
、

大
郷
小
学
校
前
の
信
号
機
付
近

に
１
基
の
計
４
基
で
あ
る
。

問
　
希
望
の
丘
団
地
の
住
宅
沈

下
は
設
計
ミ
ス
で
は
な
い
の
か
。

答
　
地
域
整
備
課
長
　
地
盤
調

査
し
基
礎
工
事
を
し
て
い
る
。

震
災
後
の
地
盤
沈
下
で
あ
り
設

計
ミ
ス
で
は
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。

問
　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
の
解

体
工
事
は
地
元
業
者
に
発
注
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
副
町
長
　
町
内
業
者
が
で

き
る
か
ど
う
か
指
名
委
員
会
で

十
分
議
論
す
る
。

原
案
可
決
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平成26年度補正予算

町
営
住
宅
の
整
備
・
復
旧

　
　
　
　
　
　
関
係
費
を
計
上

　
第
３
回
定
例
議
会
に
お
い
て
一
般
会
計
と
６
つ
の
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
の

平
成
26
年
度
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計

主
な
質
疑

（表１）

予防接種委託料（水痘・高齢者肺炎球菌）

農家台帳システム導入委託料

道路台帳作成業務委託料

希望の丘団地沈下建物復旧工事費

東沢団地と希望の丘団地の側溝整備工事費

定住促進事業土地購入費

大松沢社会教育センター一部解体工事費

農業施設災害復旧事業工事費

除融雪業務費

712万円

1, 112万円

1, 044万円

1, 458万円

734万円

960万円

3, 758万円

1, 308万円

3, 925万円

●一般会計補正予算の主な内容●



人事  
   案件

教
育
委
員
に

武
藤
氏
を
再
任

　
９
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、

大
郷
町
教
育
委
員
会
委
員
に

武
藤
光
広
氏
を
再
任
す
る
こ

と
に
全
会
一
致
で
同
意
し
ま

し
た
。

　
任
期
は
平
成
26
年
10
月
１

日
か
ら
４
年
間
で
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

伊
藤
氏
、
鈴
木
氏
を
再
任

　
９
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、

大
郷
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
に
伊
藤
榮
吉
氏
、

鈴
木
彰
氏
を
再
任
す
る
こ
と

に
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し

た
。

　
任
期
は
平
成
26
年
９
月
24

日
か
ら
３
年
間
で
す
。

武藤　光広 氏
（上郷）

伊藤　榮吉 氏
（不来内）

鈴木　　彰 氏
（石原）
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▲使い勝手を良くするため、一部解体が予定される（大松沢社会教育センター）

赤
間　

滋
議
員

反
対

　
人
件
費
を
は
じ
め
、
各
種

経
費
の
節
減
、
安
心
、
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
、
学
校
教
育
、

社
会
教
育
、
高
齢
者
、
農
林

業
、
地
域
の
活
動
等
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
予
算
執
行
状

況
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
今
回
の
定
住
促
進
に
つ
い

て
は
唐
突
の
感
は
否
め
な
い

が
、
人
口
増
対
策
と
な
れ
ば

当
然
流
入
人
口
を
増
や
す
必

要
が
あ
り
、
若
干
の
懸
念
が

あ
る
が
大
ま
か
に
お
い
て
賛

成
で
き
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

千
葉
勇
治
議
員

賛
成

「
定
住
化
促
進
事
業
」
の

内
容
が
議
会
に
示
さ
れ
て
ま

だ
半
月
余
り
で
、
建
設
予
定

地
の
現
地
説
明
も
な
く
、
予

定
住
宅
へ
の
誘
導
策
に
つ
い

て
条
例
化
さ
れ
て
も
い
な
い
。

町
の
将
来
を
方
向
づ
け
る
構

想
実
現
に
あ
た
っ
て
は
議
会

と
執
行
部
が
慎
重
に
議
論
を

積
み
重
ね
、
状
況
を
よ
く
調

査
し
対
応
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
反
対
す
る
。

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
予
算

定
住
化
促
進
へ
向
け
て

慎
重
に
議
論
せ
よ
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く
ら
い
宅
地
と
し
て
使
え
る
の

か
。

答
　
地
域
整
備
課
長
　
測
量
設

計
業
務
を
発
注
し
な
い
と
正
し

い
造
成
費
用
は
出
て
来
な
い
。

調
整
池
、
道
路
等
有
し
た
正
確

な
答
弁
は
で
き
な
い
。

　
計
画
し
て
い
る
建
物
に
関
し

て
は
、
平
屋
建
て
12
棟
で
１
棟

１
３
０
０
万
円
く
ら
い
、
２
階

建
て
が
28
棟
で
１
５
０
０
〜
１

６
０
０
万
円
く
ら
い
が
標
準
工

事
だ
が
、
測
量
設
計
を
し
な
い

と
正
確
な
事
業
費
が
出
な
い
。

問
　
こ
の
事
業
は
、
民
間
企
業

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
、
夢

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
も

ら
い
、
下
請
け
に
地
元
企
業
を

お
願
い
で
き
な
い
の
か
。

答
　
町
長
　
今
回
は
小
規
模
事

業
な
の
で
町
と
し
て
取
り
組
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決

（
議
案
第
36
号
）

　
国
道
45
号
線
沿
い
に
移
転
し

た
松
島
町
役
場
ま
で
延
伸
す
る
。

８
月
１
日
か
ら
施
行

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決

（
議
案
第
37
号
）

　
平
成
26
年
度
上
戸
線
橋
架
替

工
事
（
下
部
工
Ａ
―
１
）

　
金
額
１
億
１
０
８
５
万
円

問
　
前
回
、
岩
盤
が
出
た
と
い

う
こ
と
で
補
正
を
し
た
が
、
今

後
上
戸
橋
に
幾
ら
か
か
る
の
か
。

答
　
地
域
整
備
課
長
　
橋
梁
、

桁
の
上
部
工
と
幼
稚
園
か
ら
下

り
た
交
差
点
改
良
、
石
巻
・
鹿

島
台
・
大
衡
線
の
右
折
レ
ー
ン

の
拡
幅
工
事
、
全
線
の
舗
装
工

事
が
あ
る
。

問
　
残
工
事
の
金
額
は
い
く
ら

に
な
る
の
か
。

答
　
地
域
整
備
課
長
　
設
計
は

し
て
い
な
い
が
、
概
算
で
橋
桁

の
上
部
工
で
１
億
８
０
０
０
万

円
、
道
路
の
取
り
付
け
工
事
と

舗
装
工
事
で
２
億
円
か
か
る
見

込
み
で
あ
る
。

問
　
計
画
さ
れ
た
当
時
の
予
算

は
ど
れ
く
ら
い
か
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
か
か
っ
た
工
事
費
合
計

は
幾
ら
か
。

答
　
地
域
整
備
課
長
　
初
年
度

ス
タ
ー
ト
が
平
成
22
年
度
で
当

初
予
算
は
６
億
弱
で
あ
る
。
今

回
の
案
件
も
含
め
て
、
工
事
費

は
４
億
７
３
０
０
万
円
ほ
ど
で

あ
り
23
年
度
に
橋
梁
２
３
６
６

万
円
の
委
託
設
計
を
し
て
い
る
。

問
　
６
億
弱
の
当
初
予
算
工
事

が
、
今
後
か
か
る
工
事
も
含
め

る
と
８
億
円
近
く
に
な
る
。
工

事
途
中
で
岩
盤
が
出
て
、
工
事

出
来
な
い
か
ら
と
途
中
で
予
算

の
追
加
を
し
た
が
、
今
後
は
追

加
補
正
の
な
い
よ
う
に
指
導
す

べ
き
で
あ
る
。

答
　
地
域
整
備
課
長
　
施
工
状

況
を
確
認
し
な
が
ら
管
理
監
督

し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決

（
議
案
第
38
号
）

　
鶉
崎
字
原
地
内
の
土
地
に
公

営
住
宅
並
び
に
分
譲
住
宅
地
の

測
量
設
計
、
宅
地
造
成
設
計
業

務
委
託
料
の
補
正
合
計
に
４
１

８
８
万
円
。

問
　
土
地
の
無
償
譲
渡
を
喜
ん

で
い
た
が
、
先
日
、
宅
地
造
成

費
が
３
億
円
か
か
る
よ
う
な
説

明
が
あ
っ
た
。
全
体
の
計
画
面

積
１
万
７
２
０
０
平
米
で
何
割

人事  
   案件

教
育
委
員
に

大
友
正
隆
氏

　
第
１
回
臨
時
議
会
に
お
い

て
、
大
郷
町
教
育
委
員
会
委

員
に
大
友
正
隆
氏
を
任
命
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
平
成
26
年
７
月
29

日
か
ら
４
年
間
で
す
。

大友　正隆 氏
（羽生）

第１回臨時議会

鶉
崎
地
区
の
住
宅
整
備
に
着
手

　
平
成
26
年
度
第
１
回
臨
時
議
会
が
７
月
28
日
に
開
催
さ
れ
、
教
育
委
員
の
同
意
案
件
と

条
例
の
改
正
１
件
、
一
般
会
計
補
正
予
算
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

住
民
バ
ス
の
運
行
一
部
改
正

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

設
計
業
務
委
託
料
に
約
４
０
０
０
万
円
を
補
正

平
成
26
年
度
大
郷
町

一
般
会
計
補
正
予
算
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平成26年第３回定例議会　議案採決結果一覧表

平成26年第1回臨時議会　議案採決結果一覧表

石
川
秀
雄

吉
田
茂
美

髙
橋
曄
義

千
葉
勇
治

郷
右
近
憲
一
郎

高
橋
壽
一

石
川
良
彦

石
垣
正
博

高
橋
重
信

和
賀
直
義

赤
間
　
滋

若
生
　
寛

石
川
壽
和

熱
海
文
義

反

対

賛

成

採
決
結
果

議
決
月
日

議
案
番
号

同意

同意

同意

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

採択

可

同意

可

可

可

5日

5日

5日

8日

8日

8日

8日

8日

8日

8日

8日

8日

8日

8日

8日

8日

8日

8日

8日

19日

19日

19日

19日

19日

19日

19日

19日

19日

19日

28日

28日

28日

28日

大郷町教育委員会委員の任命につき同意を求める
ことについて
大郷町固定資産評価審査委員会委員の選任につき
同意を求めることについて
大郷町固定資産評価審査委員会委員の選任につき
同意を求めることについて
大郷町新型インフルエンザ等対策本部条例の制定
について
大郷町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例の制定について
大郷町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の制定について
大郷町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例の制定について

大郷町放課後児童クラブ条例の一部改正について

財産の交換、譲与、無償貸付け等に関する条例の
一部改正について

平成26年度大郷町一般会計補正予算（第３号）

平成26年度大郷町国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）
平成26年度大郷町介護保険特別会計補正予算
（第１号）
平成26年度大郷町後期高齢者医療特別会計補正予
算（第１号）
平成26年度大郷町下水道事業特別会計補正予算
（第１号）
平成26年度大郷町農業集落排水事業特別会計補正
予算（第１号）
平成26年度大郷町戸別合併処理浄化槽特別会計補
正予算（第１号）

健全化判断比率について

資金不足比率について

平成25年度大郷町一般会計歳入歳出決算の認定に
ついて
平成25年度大郷町国民健康保険特別会計歳入歳出
決算の認定について
平成25年度大郷町介護保険特別会計歳入歳出決算
の認定について

議　　　　案　　　　名
（略　称）

同意
第2号
同意
第3号
同意
第4号
議案
第39号
議案
第40号
議案
第41号
議案
第42号
議案
第43号
議案
第44号
議案
第45号
議案
第46号
議案
第47号
議案
第48号
議案
第49号
議案
第50号
議案
第51号
議案
第52号
報告
第4号
報告
第5号
認定
第1号
認定
第2号
認定
第3号
認定
第4号
認定
第5号
認定
第6号
認定
第7号
認定
第8号
陳情
第12号
委発
第5号

平成25年度大郷町後期高齢者医療特別会計歳入歳
出決算の認定について
平成25年度大郷町下水道事業特別会計歳入歳出決
算の認定について
平成25年度大郷町農業集落排水事業特別会計歳入
歳出決算の認定について
平成25年度大郷町戸別合併処理浄化槽特別会計歳
入歳出決算の認定について
平成25年度大郷町水道事業会計利益の処分及び決
算の認定について
「手話言語法制定を求める意見書」の提出を求める
陳情書

「手話言語法」制定を求める意見書（案）

同意
第1号
議案
第36号
議案
第37号
議案
第38号

大郷町教育委員会委員の任命につき同意を求める
ことについて
大郷町住民バスの運行に関する条例の一部改正に
ついて

工事請負契約の締結について

平成26年度大郷町一般会計補正予算（第２号）

可：可決　　否：否決　　○：賛成　　●：反対　　退：退席　　欠：欠席　　　　　※可否同数でない限り、議長（石川秀雄）は採決に加わらない。

報告
のみ

報告
のみ

平成26年度大郷町水道事業会計補正予算
（第２号）
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－町政を問う－　一般質問

台
風
等
に
よ
る
水
害
・
土
砂
災
害
対
策
を
万
全
に

よ
り
安
全
な
対
応
・
対
策
を
講
じ
た
い
（
町
長
）

石垣　正博議員

問
　
こ
の
頃
の
災
害
は
大
都
市

で
は
な
く
、
土
石
流
・
水
害
な

ど
地
方
都
市
・
中
山
間
地
域
に

お
い
て
、
大
き
な
被
害
が
起
き

て
い
る
。
ま
た
、
新
た
な
形
態

の
災
害
も
心
配
さ
れ
る
。
　
　

　
新
地
域
防
災
計
画
書
が
で
き

た
が
、
以
前
の
計
画
書
と
比
較

し
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の

か
。
ま
た
、
水
害
に
対
し
て
の

対
策
は
ど
う
か
。

答
　
町
長
　
新
計
画
書
は
、
近

年
の
災
害
等
を
考
慮
し
、
災
害

ご
と
に
各
項
目
に
つ
い
て
、
節

の
新
設
・
統
合
・
分
割
に
よ
り

分
か
り
や
す
い
内
容
と
し
た
。

　
水
害
対
策
は
、
防
災
情
報
提

供
シ
ス
テ
ム
の
利
用
だ
け
で
な

く
、
関
係
機
関
・
団
体
と
も
連

携
を
取
り
、
よ
り
安
全
な
対

応
・
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

問
　
災
害
時
に
は
、
高
齢
者
対

応
、
女
性
特
有
の
問
題
等
で
、

女
性
で
な
い
と
気
付
か
な
い
面

が
多
く
あ
る
。

　
防
災
会
議
の
メ
ン
バ
ー
に
女

性
を
委
員
と
し
て
入
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
ま
た
、
災
害
弱
者
に

対
す
る
対
応
と
し
て
、
民
生
委

員
の
方
に
も
入
っ
て
も
ら
う
べ

き
と
考
え
る
が
。

答
　
町
長
　
女
性
の
登
用
な
ど
、

今
後
必
要
に
応
じ
て
適
任
者

等
々
メ
ン
バ
ー
に
加
え
て
い
き

た
い
。

問
　
本
町
の
災
害
危
険
箇
所
と

し
て
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇

所
が
68
箇
所
あ
る
。

　
以
前
の
計
画
書
に
載
っ
た
危

険
箇
所
と
比
較
し
増
え
て
い
る

が
な
ぜ
か
。
ま
た
、
今
後
も
増

え
る
の
か
。

答
　
総
務
課
長
　
本
町
で
抽
出

し
た
危
険
箇
所
を
、
県
が
調
査

を
行
い
、
判
断
し
設
定
さ
れ
る
。

今
後
も
状
況
の
変
化
等
に
よ
り

設
定
も
考
え
ら
れ
る
。

問
　
中
粕
川
地
区
は
、
吉
田
川

沿
い
に
位
置
し
、
も
し
大
雨
で

越
水
・
堤
防
決
壊
で
水
害
に
見

舞
わ
れ
た
場
合
、
当
地
区
は
孤

立
す
る
。
避
難
す
る
に
も
、
石

原
地
区
の
山
崩
れ
に
よ
る
通
行

止
め
、
土
手
崎
・
三
十
丁
地
区

の
水
害
が
心
配
さ
れ
る
。
町
と

し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え

て
い
る
か
。
　

答
　
総
務
課
長
　
８
・
５
豪
雨

で
は
、
地
域
一
体
が
床
上
浸
水

の
被
害
を
被
っ
た
経
験
も
あ
り
、

早
め
に
避
難
勧
告
・
指
示
を
出

し
高
台
に
避
難
し
て
い
た
だ
く
。

問
　
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
山

砂
採
取
が
、
地
域
構
造
を
大
き

く
変
え
て
い
る
。
環
境
変
化
に

よ
る
新
た
な
災
害
形
態
を
生
む

可
能
性
が
あ
る
。
　
　
　
　
　

　
滑
川
に
接
す
る
住
吉
地
区
に

は
２
軒
の
民
家
が
あ
り
、
上
流

で
の
砂
採
取
に
よ
り
鉄
砲
水
や

ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
の
災
害
が
懸
念

さ
れ
る
。
対
策
が
必
要
と
考
え

る
が
。

答
　
町
長
　
本
町
に
と
っ
て
は
、

内
水
対
策
が
一
番
で
あ
る
。
そ

れ
ら
を
、
今
後
、
県
と
協
議
を

し
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

本町における災害危険個所

急傾斜地崩壊危険個所

崩壊土砂流出危険

土 石 流 危 険 渓 流

山腹崩壊危険地区

勾配が30度以上、高さが５ｍ以上の崖で

人家がある所

大雨などの影響で、谷沿いの不安定な土砂が

水と一緒に一気に流れ出す危険のある地区

土石流発生の危険があり人家に被害が生

ずる恐れのある渓流　　　

雨や地震などの影響で、山の斜面が崩れ

落ちる危険がある地区

68

19

31

7
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▲大郷町の農業を守っていかなくてはならない

一般質問　－町政を問う－

基幹産業・農業の未来について問う

人・農地プランにより農地の有効活用と生産性向上を図る（町長）

若生　　寛議員

問
　
昭
和
40
年
代
の
葉
た
ば
こ

生
産
は
70
ha
か
ら
の
作
付
け
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
は
約

2
・
5
％
の
1
・
74
ha
に
な
っ

た
。
平
成
５
年
前
後
、
１
億
円

の
販
売
額
を
達
成
し
た
ホ
ウ
レ

ン
草
の
生
産
も
約
半
分
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ

の
郷
を
揚
げ
、
農
業
・
農
産
物

の
振
興
を
進
め
た
が
、
現
在
の

作
付
け
が
１
ha
に
も
満
た
な
い
。

５
年
後
の
減
反
政
策
の
廃
止
、

進
行
中
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
行
方

な
ど
、
農
業
、
特
に
水
田
農
業

の
先
が
ま
っ
た
く
見
通
せ
な
い

状
況
で
あ
る
。

　
以
上
を
踏
ま
え
、
人
・
農
地

プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
担
い
手
を

揚
げ
た
が
、
５
年
後
を
ど
の
よ

う
に
設
定
す
る
の
か
。

答
　
町
長
　
５
年
以
内
に
農
地

の
出
し
手
、
受
け
手
と
な
る
希

望
者
を
位
置
付
け
設
定
す
る
。

問
　
農
家
に
後
継
者
が
い
な
い

こ
と
を
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
て

い
る
か
。

答
　
町
長
　
大
変
残
念
で
あ
る
。

問
　
私
も
残
念
だ
。
そ
こ
で
、

新
規
農
業
者
に
関
し
て
は
国
で

も
い
ろ
い
ろ
制
度
が
あ
る
。
し

か
し
、
親
元
就
農
者
に
は
何
も

な
い
。
町
で
対
策
で
き
な
い
か
。

答
　
町
長
　
国
・
県
に
働
き
か

け
る
。
本
町
に
は
農
業
だ
け
で

な
く
多
様
な
事
業
が
あ
る
。
農

業
だ
け
に
手
厚
い
保
護
は
厳
し

い
。

問
　
農
地
集
積
の
障
害
の
一
つ

で
あ
る
沢
田
の
活
用
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

答
　
町
長
　
基
盤
整
備
事
業
に

つ
い
て
、
自
治
体
や
沢
田
の
あ

る
地
区
と
の
勉
強
会
を
通
し
て

方
向
性
を
探
り
た
い
。

問
　
沢
田
に
植
林
す
る
と
か
、

農
地
か
ら
外
す
と
い
っ
た
こ
と

も
対
策
の
一
つ
で
は
な
い
か
。

答
　
町
長
　
大
胆
な
発
想
だ
が
、

忍
び
な
い
。
早
急
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
課

題
で
あ
る
。

問
　
水
田
の
有
効
活
用
の
た
め
、

農
用
地
利
用
改
善
組
合
の
果
た

す
べ
き
役
割
は
何
か
。

答
　
町
長
　
農
用
地
の
利
用
集

積
や
遊
休
農
地
等
の
活
用
を
促

進
し
、
集
落
内
の
農
用
地
の
効

率
的
か
つ
総
合
的
な
利
用
を
確

保
す
る
団
体
で
あ
る
。

問
　
私
の
理
解
し
て
い
た
組
合

と
は
違
う
答
弁
で
あ
る
。
中
間

管
理
機
構
と
も
異
な
る
存
在
な

の
で
、
発
足
を
促
し
て
ほ
し
い
。

水
田
の
有
効
的
利
活
用
を
目
指

す
う
え
で
も
基
盤
整
備
は
必
要

な
の
で
、
是
非
進
め
て
ほ
し
い
。

答
　
町
長
　
地
域
と
話
し
合
い

な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

「
沢
田
」
の
活
用
方
法
は

農
用
地
利
用
改
善
組
合
の

役
割
は
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－町政を問う－　一般質問

が
ん
検
診
等
の
受
診
率
低
下
の
改
善
を

他
市
町
村
の
実
態
を
確
認
し
、
受
診
率
向
上
に
取
り
組
む
（
町
長
）

石川　壽和議員

問
　
河
北
新
報
に
２
０
１
２
年

分
の
全
市
町
村
の
が
ん
検
診
の

受
診
率
が
公
表
さ
れ
た
。
昨
今

テ
レ
ビ
等
で
が
ん
の
恐
ろ
し
さ

等
を
毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
、

本
町
で
も
職
員
が
啓
蒙
す
る
中
、

か
な
り
低
い
数
字
だ
と
思
う
が
、

町
長
の
所
見
は
。

答
　
町
長
　
よ
り
多
く
の
町
民

が
、
が
ん
検
診
を
受
診
す
る
よ

う
、
積
極
的
な
取
り
組
み
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

問
　
問
題
点
と
啓
蒙
活
動
の
内

容
は
。

答
　
町
長
　
低
迷
の
要
因
は
、

検
診
の
方
法
、
検
診
料
金
、
時

間
、
場
所
、
町
民
の
健
康
に
対

す
る
意
識
等
、
様
々
な
要
因
が

考
え
ら
れ
る
。
啓
蒙
活
動
は
、

各
種
保
健
事
業
に
お
い
て
早
期

発
見
、
早
期
治
療
の
大
切
さ
を
、

広
報
、
チ
ラ
シ
、
防
災
無
線
等

で
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
近
隣
で
は
富
谷
町
の
受
診

率
が
高
く
、
胃
が
ん
検
診
の
冬

期
間
の
再
検
診
や
土
日
、
夜
間

検
診
等
を
行
っ
て
い
る
よ
う
だ

が
所
見
は
。

答
　
町
長
　
本
町
よ
り
も
大
変

進
ん
だ
検
診
事
業
を
さ
れ
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
。
同
じ
よ
う

に
行
う
の
は
な
か
な
か
難
し
い

と
思
う
。
受
診
率
の
高
い
市
町

村
の
実
態
を
確
認
し
、
大
郷
町

の
実
態
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
今
後

進
め
た
い
。

問
　
夏
ま
つ
り
の
反
省
は
。

答
　
町
長
　
関
係
諸
団
体
の
協

力
と
多
く
の
町
民
の
方
々
の
参

加
で
盛
会
裏
に
開
催
で
き
た
と

思
う
が
、
猛
暑
で
あ
っ
た
の
で
、

ス
テ
ー
ジ
上
並
び
に
観
客
用
テ

ン
ト
内
の
暑
さ
対
策
、
救
護
テ

ン
ト
の
表
示
の
必
要
性
が
反
省

点
で
あ
る
。

問
　
Ｔ
シ
ャ
ツ
作
成
に
あ
た
り
、

町
内
の
衣
料
組
合
が
見
積
り
を

４
回
差
し
替
え
提
出
し
た
が
、

落
札
さ
れ
な
か
っ
た
経
緯
は
。

答
　
町
長
　
２
社
で
見
積
り
合

わ
せ
を
行
い
、
衣
料
組
合
が
他

社
の
見
積
り
価
格
を
上
回
っ
た

た
め
、
他
社
と
契
約
し
た
。

問
　
テ
ン
ト
の
設
営
、
花
火
等

の
入
札
状
況
は
。

答
　
町
長
　
緊
急
性
並
び
に
特

殊
性
を
考
慮
し
随
意
契
約
と
し

た
。

問
　
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
み
入
札
か
。

答
　
町
長
　
Ｔ
シ
ャ
ツ
も
随
意

契
約
の
中
で
の
見
積
り
合
わ
せ

で
あ
る
。

問
　
見
積
り
合
わ
せ
で
安
い
ほ

う
に
す
る
の
は
当
然
だ
が
、
随

意
契
約
で
あ
れ
ば
、
夏
ま
つ
り

の
協
賛
や
、
商
工
会
員
の
方
々

の
町
の
施
設
の
た
め
の
骨
折
り
、

ま
た
、
町
の
業
者
を
育
て
る
と

い
う
観
点
か
ら
も
町
の
業
者
に

任
せ
ら
れ
な
い
か
。

答
　
町
長
　
い
く
ら
随
意
契
約

で
も
公
平
・
公
正
に
行
っ
て
い

る
。
１
円
で
も
安
い
ほ
う
に
落

札
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
商

工
会
と
し
て
も
、
も
う
少
し
競

争
意
識
を
も
っ
て
頑
張
っ
て
ほ

し
い
。

夏
ま
つ
り
の
反
省
は
あ
る
か

平成24年がん検診受診率

県合計

富谷町

大郷町

24.03

41.38

23.97

20.10

31.16

17.21

41.36

73.97

52.30

36.54

58.29

44.95

35.80

72.46

34.13

31.38

55.01

24.89

38.12

57.29

42.92

39.94

72.57

33.43

（単位：％）

胃がん

男性 女性

肺がん

男性 女性

大腸がん 乳
が
ん

子
宮
が
ん男性 女性

※宮城県ＨＰより
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▲みんなで楽しく料理教室（中村地区）

一般質問　－町政を問う－

地域包括ケアシステムの構築を

平成37年をめどに実現（町長）

和賀　直義議員

問
　
庁
内
横
断
的
な
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
町
長

も
し
く
は
副
町
長
が
リ
ー
ダ
ー

と
な
り
、
町
民
に
見
え
る
形
を

と
る
べ
き
で
は
。

答
　
町
長
　
当
面
は
担
当
課
で

作
業
を
進
め
、
広
報
誌
・
Ｈ
Ｐ

で
取
り
組
み
状
況
を
公
表
す
る
。

問
　
認
知
症
対
策
が
柱
の
一
つ
、

認
知
症
は
行
方
不
明
の
他
に
火

災
を
心
配
す
る
声
が
あ
る
。
介

護
予
防
住
宅
改
修
事
業
に
火
災

予
防
の
た
め
に
、
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ

ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
設
置
に
補
助
を

す
べ
き
で
は
。

答
　
町
長
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
の
増
員
、
地
域
全
体
の
体
制

づ
く
り
に
取
り
組
む
。
ク
ッ
キ

ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
の
補
助
は
介
護

予
防
事
業
の
中
で
検
討
す
る
。

問
　
健
康
寿
命
を
延
ば
す
施
策

は
、
各
行
政
区
の
散
歩
・
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
健
康
増
進

遊
具
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
町
長
　
心
郷
の
健
康
遊
具

を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

問
　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保
で

き
る
代
読
・
代
筆
支
援
員
の
養

成
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答
　
町
長
　
支
援
者
の
必
要
性

を
確
認
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

問
　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
、
健
康

面
で
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人
数
は
。
ま
た
、
緊
急

搬
送
は
何
件
発
生
し
て
い
る
か
。

答
　
教
育
長
　
ア
レ
ル
ギ
ー
の

症
状
が
み
ら
れ
る
児
童
・
生
徒

は
３
％
、
健
康
面
で
配
慮
が
必

要
な
児
童
・
生
徒
は
15
名
。
緊

急
搬
送
は
26
年
は
小
学
校
で
２

件
発
生
し
て
い
る
。

問
　
子
供
安
心
カ
ー
ド
を
作
成

し
、
学
校
と
消
防
署
の
迅
速
な

連
携
が
で
き
る
よ
う
す
べ
き
で

は
。

答
　
教
育
長
　
健
康
手
帳
、
健

康
調
査
票
を
保
健
室
に
保
管
し
、

い
ざ
と
い
う
時
に
消
防
署
と
迅

速
な
連
携
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

問
　
地
域
防
災
計
画
に
、
急
傾

斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
68
箇
所
、

崩
壊
土
砂
流
出
危
険
地
区
19
件
、

山
腹
崩
壊
危
険
地
区
７
件
（
人

家
数
１
６
６
）
、
土
石
流
危
険

渓
流
が
載
っ
て
い
る
。
該
当
世

帯
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
配
布
、

発
生
時
の
行
動
指
針
の
周
知
方

法
は
。

答
　
町
長
　
新
た
に
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
全
戸
配
布
予

定
で
あ
る
。
行
動
指
針
の
周
知

は
防
災
行
政
無
線
を
活
用
す
る
。

問
　
避
難
勧
告
等
の
警
戒
情
報

の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
。

答
　
町
長
　
国
・
県
・
気
象
台

の
情
報
、
並
び
に
職
員
及
び
消

防
団
員
の
現
地
派
遣
の
状
況
把

握
を
優
先
し
、
災
害
対
策
本
部

が
発
信
す
る
。

問
　
国
・
県
の
基
準
に
満
た
な

い
が
、
崩
壊
の
恐
れ
の
あ
る
危

険
箇
所
の
修
復
工
事
に
補
助
を

す
べ
き
と
考
え
る
。

答
　
町
長
　
現
段
階
で
は
考
え

て
い
な
い
。

児
童
・
生
徒
の

緊
急
時
の
対
応
は

土
砂
災
害
の
対
応
に
つ
い
て



問
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
有
効
活

用
を
す
べ
き
で
は
。

答
　
町
長
　
今
年
度
か
ら
贈
呈

品
を
贈
る
こ
と
を
制
度
化
し
た
。

問
　
今
年
度
か
ら
２
５
０
０
円

の
贈
呈
品
を
贈
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
寄
附
金
が
増
え
る
と
は

思
い
難
い
。
税
収
ア
ッ
プ
の
た

め
に
も
、
も
っ
と
力
を
入
れ
る

べ
き
で
は
。

答
　
町
長
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
る
が
、
今
後
は

さ
ら
に
ピ
ー
ア
ー
ル
し
な
が
ら
、

納
税
が
増
え
る
よ
う
期
待
に
応

え
て
い
き
た
い
。

問
　
空
き
家
の
実
態
調
査
を
な

ぜ
行
っ
て
い
な
い
の
か
。

答
　
総
務
課
長
　
職
員
が
独
自

に
空
き
家
か
ど
う
か
の
確
認
が

と
れ
な
い
。
ま
た
、
調
査
中
に

近
隣
住
民
に
不
審
者
で
は
な
い

か
と
心
配
さ
れ
る
。

問
　
廃
屋
に
な
っ
た
敷
地
の
環

境
整
備
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の

か
。
ま
た
、
県
外
に
移
転
し
て

い
る
所
有
者
と
ど
の
よ
う
に
連

絡
を
と
る
の
か
。

答
　
町
長
　「
空
き
家
等
の
適
正

管
理
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定

し
て
い
る
近
隣
町
村
の
実
情
と
、

条
例
制
定
後
に
お
け
る
問
題

点
・
課
題
等
を
見
極
め
な
が
ら
、

条
例
化
を
含
め
検
討
す
る
。

答
　
総
務
課
長
　
固
定
資
産
税

の
納
税
義
務
者
宛
て
に
、
適
正

な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
と
い

っ
た
文
書
で
の
行
政
指
導
は
可

能
か
と
思
う
。

問
　
お
お
さ
と
地
域
振
興
公
社

の
今
後
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
　
町
長
　
住
民
バ
ス
は
新
た

な
指
定
管
理
者
の
指
定
を
検
討

す
る
。
公
社
を
指
定
管
理
者
と

し
た
う
え
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
部

門
・
縁
の
郷
を
民
間
委
託
、
ま

た
、
開
発
セ
ン
タ
ー
は
農
業
の

６
次
産
業
化
に
向
け
た
活
用
の

場
と
し
て
検
討
し
て
い
る
。

問
　
公
社
が
民
間
委
託
に
な
っ

た
場
合
、
町
か
ら
出
し
て
い
る

借
入
金
と
負
債
は
ど
う
す
る
の

か
。

答
　
町
長
　
借
入
金
は
引
き
続

き
公
社
に
返
納
を
求
め
て
い
く
。

負
債
は
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
事

業
に
お
け
る
当
時
の
役
員
へ
損

害
賠
償
の
請
求
権
の
行
使
を
見

極
め
な
が
ら
、
議
会
に
相
談
し

て
い
く
。

問
　
空
き
家
対
策
の
検
討
結
果

は
。

答
　
町
長
　
空
き
家
の
実
態
調

査
は
行
っ
て
い
な
い
。

地
域
振
興
公
社
の
今
後
は

住
民
バ
ス
は
新
た
な
指
定
管
理
者
を
検
討
（
町
長
）

▲「縁の郷」へ行ったことがありますか？

熱海　文義議員

－町政を問う－　一般質問
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ふ
る
さ
と
納
税
の

有
効
活
用
を

空
き
家
対
策
は



問
　
公
社
経
営
を
圧
迫
し
て
い

る
、
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
建
設

に
絡
む
１
億
２
５
０
０
万
円
の

公
社
負
債
に
つ
い
て
、
町
長
は

「
町
の
責
任
と
認
識
し
て
い

る
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
な
ぜ

町
の
責
任
な
の
か
。

答
　
町
長 

フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ

ン
事
業
は
私
が
議
長
を
し
て
い

た
時
に
議
決
し
た
案
件
で
、
そ

の
事
業
に
つ
い
て
は
町
が
中
に

入
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
町
の

責
任
と
捉
え
て
い
る
。

　

問
　
今
年
度
に
入
り
、
町
が
関

係
す
る
住
宅
建
設
や
土
地
分
譲

等
の
計
画
が
急
速
に
進
ん
で
い

る
。
町
内
に
定
住
を
希
望
す
る

意
向
調
査
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
町
長
　
特
別
に
調
査
は
し

て
い
な
い
。
町
へ
の
住
宅
等
の

照
会
や
、
町
営
住
宅
の
空
き
状

況
確
認
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
か

ら
、
需
要
は
見
込
め
る
と
判
断

し
た
。

問
　
老
朽
化
の
進
ん
で
い
る
町

営
住
宅
の
「
中
村
東
沢
団
地
」

「
味
明
田
布
施
団
地
」
の
整
備

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
町
長
　
鶉
崎
公
営
住
宅
40

戸
は
、
町
営
住
宅
「
中
村
東
沢

団
地
」
と
「
味
明
田
布
施
団

地
」
の
移
転
先
と
し
て
建
設
を

予
定
し
て
い
る
。
町
営
住
宅
利

用
者
に
は
、
年
度
内
に
説
明
会

を
予
定
し
て
い
る
。

問
　
支
援
制
度
等
に
つ
い
て
条

例
化
し
、
中
長
期
計
画
を
内
外

に
示
し
な
が
ら
進
め
る
べ
き
と

考
え
る
。
あ
ま
り
に
も
建
設
だ

け
が
急
ぎ
過
ぎ
る
の
で
は
な
い

か
。

答
　
町
長
　
建
設
前
ま
で
に
は

条
例
を
制
定
、
支
援
内
容
に
つ

い
て
内
外
に
示
し
て
い
き
た
い
。
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問
　
本
町
の
健
康
検
診
率
が
他

町
村
に
比
較
し
極
端
に
低
い
受

診
率
が
続
い
て
い
る
が
、
そ
の

解
決
に
対
す
る
努
力
が
欠
け
て

い
る
。
町
長
の
見
解
を
問
う
。

答
　
町
長
　
こ
れ
ま
で
特
段
取

り
組
ん
で
こ
な
か
っ
た
こ
と
に

大
変
反
省
し
て
い
る
。
今
後
対

策
を
考
え
て
い
く
。

地
方
自
治
の
基
本
は
町
民
の

健
康
受
診
率
向
上
を

住
宅
需
要
の
調
査
は

現
町
営
住
宅
の
整
備
は

支
援
内
容
を
条
例
化
せ
よ

調
査
は
し
て
い
な
い

鶉
崎
を
移
転
先
と
し
建
設

建
設
前
ま
で
に
条
例
制
定

一般質問　－町政を問う－

後期高齢者の健康検診を高めよ

対策を考えていく（町長）

千葉　勇治議員

住
宅
建
設
は
需
要
調
査
し
対
応
を

大
変
反
省
し
て
い
る

な
ぜ
公
社
負
債
の
一
部
を
町
が
負
担

フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
の

公
社
負
債
が

　
な
ぜ
町
の
責
任
か

公
社
に
交
付
金
流
す
際

町
が
関
与
し
た
か
ら

町内75歳以上の健康検診受診率

21

22

23

24

25

年度 対象
者数

受診
者数

受診率
(%)

1,515

1,573

1,566

1,565

1,439

227

236

212

217

205

15.0

15.0

13.5

13.9

14.2

町が関与している町内の住宅建設・分譲計画

鶉崎：公営住宅

中村：定住促進事業

ヒルズ未明

合　　計

40

40

80

20

100

120

2棟

2棟

団地・事業名
住宅建設

戸　　数

分　　譲

区　画　数

集合住宅

棟　　数
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－町政を問う－　一般質問

大
郷
中
学
校
の
公
立
高
校
入
試
と
入
学
状
況
に
つ
い
て

27
年
度
は
前
期
募
集
定
員
の
拡
大
（
教
育
長
）

高橋　重信議員

問
　
25
年
度
３
月
よ
り
公
立
高

校
に
お
け
る
前
期
、
後
期
選
抜

入
試
に
お
い
て
の
合
格
率
が
２

割
で
あ
り
不
合
格
の
生
徒
が
多

数
出
た
。
大
郷
中
学
校
の
生
徒

の
前
期
入
試
を
受
け
た
生
徒
数

と
合
格
、
不
合
格
の
生
徒
数
、

ま
た
不
合
格
と
な
り
、
自
信
を

失
い
、
入
試
先
の
変
更
を
余
儀

な
く
し
た
生
徒
は
何
人
い
た
の

か
。

答
　
教
育
長
　
推
薦
入
試
が
廃

止
さ
れ
、
平
成
25
年
３
月
か
ら

募
集
定
員
を
前
期
と
後
期
に
分

け
て
選
抜
す
る
新
制
度
の
方
式

と
な
っ
た
。
前
期
の
割
合
が
低

い
こ
と
か
ら
、
27
年
度
は
募
集

定
員
の
枠
を
20
％
か
ら
32
％
に

拡
大
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
表
１
）

問
　
15
歳
の
子
ど
も
達
に
、
こ

の
制
度
が
本
当
に
必
要
で
あ
る

の
か
。
後
期
一
本
化
の
ほ
う
が

良
い
と
考
え
、
県
教
育
委
員
会

に
対
し
て
検
討
を
促
し
て
い
た

だ
き
た
い
。（
教
育
長
へ
要
請
）

問
　
お
お
さ
と
地
域
振
興
公
社

の
指
定
管
理
を
民
間
指
定
に
し

て
運
営
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

大
株
主
と
し
て
の
町
、
ま
た
役

員
で
あ
る
町
長
の
所
見
を
問
う
。

答
　
町
長
　
公
社
経
営
と
し
て

は
黒
字
で
あ
り
、
フ
ァ
ー
ム
ガ

ー
デ
ン
事
業
の
負
債
を
抱
え
て

い
て
も
黒
字
で
あ
る
。

問
　
公
社
の
社
長
は
じ
め
、
役

員
に
は
事
業
運
営
に
対
し
て
の

熱
意
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
事
業

計
画
を
聞
い
て
も
出
て
こ
な
い
。

前
年
度
決
算
７
７
０
万
円
の
黒

字
と
し
て
い
る
が
、
産
直
友
の

会
で
の
売
り
上
げ
１
億
２
０
０

０
万
円
に
対
し
て
、
14
％
の
使

用
手
数
料
１
６
０
０
万
円
を
支

払
っ
て
お
り
、
産
直
友
の
会
の

方
々
が
貢
献
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。

　
住
民
バ
ス
事
業
に
お
い
て
は
、

未
だ
に
改
善
が
見
ら
れ
な
い
。

縁
の
郷
、
レ
ス
ト
ラ
ン
等
、
す

べ
て
を
民
間
管
理
者
に
運
営
さ

せ
る
べ
き
と
考
え
る
。
町
長
の

所
見
を
伺
う
。

答
　
町
長
　
住
民
バ
ス
は
公
社

以
外
で
検
討
し
て
い
る
。
縁
の

郷
と
レ
ス
ト
ラ
ン
部
門
の
指
定

管
理
者
は
公
社
に
し
、
公
社
か

ら
民
間
業
者
に
委
託
す
る
方
向

で
今
、
内
部
で
進
め
て
い
る
。

▲前期、後期選抜の取り組みが進む入試制度

お
お
さ
と
地
域
振

興
公
社
に
つ
い
て

22人

40人

25年度

26年度

前期受
検者数

13人

16人

合格者

9人

24人

不合格者

7人

17人

後　期
合格者

2人

7人

志望校
変　更

（表１）大郷中学校の高校受験の近況
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「
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る

意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

書
が
第
３
回
定
例
議
会
に
提
案
さ

れ
、
教
育
民
生
常
任
委
員
会
に
審

査
を
付
託
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

同
委
員
会
か
ら
「
採
択
す
べ
き
も

の
」
と
の
審
査
結
果
の
報
告
が
あ

り
、
こ
れ
に
基
づ
き
本
会
議
で
採

決
し
た
結
果
、
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
陳
情
に
よ
る
意
見

書
案
が
同
委
員
会
よ
り
提
案
さ
れ
、

採
決
し
た
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

【
陳
情
及
び
意
見
書
の
趣
旨
】

　
手
話
を
言
語
と
し
て
普
及
し
、

研
究
す
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
整

備
に
向
け
た
法
整
備
を
国
と
し
て

実
現
す
る
よ
う
政
府
と
国
へ
強
く

求
め
、「
手
話
言
語
法
（
仮
称
）」

を
制
定
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

【
陳
情
者
】

　（
一
社
）宮
城
県
聴
覚
障
害
者
協

会
　
黒
川
支
部
　
渋
谷
直
樹

陳 情陳 情

意
見
書

意
見
書

「
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意
見
書
」の

提
出
を
求
め
る
陳
情

【
意
見
書
名
】

「
手
話
言
語
法
」
制
定
を
求

め
る
意
見
書

【
提
出
先
】

　
内
閣
総
理
大
臣
、
衆
議
院
議

長
、
参
議
院
議
長

国
に
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た

大郷町議会の主な動き（6/30～9/27）
月　日

6/30～7/2

7/3～7/5

7/8～7/10

7/15

7/15

7/15

7/16

7/18

7/22～7/23

7/28

7/29

8/5～8/6

8/7

8/11～8/12

8/19

8/19

8/20

8/21

用　　　　　務

総務産業常任委員会視察研修（北海道）

宮黒議長会議長視察研修（北海道）

教育民生常任委員会視察研修（大分県、佐賀県）

議員全員協議会

おおさと地域振興公社に関する調査特別委員会 

仙台都市圏自動車専用道路整備促進期成会総会（富谷町）

議会広報委員会

東北放射光施設推進協議会設立記念シンポジウム（仙台市）

町村議会議員講座（仙台市）

第１回臨時会

仙台北部道路建設促進期成同盟会総会（富谷町）

議会広報に関する調査特別委員会視察研修（福島県、利府町）

宮城県後期高齢者医療広域連合議会定例会（仙台市）

議会運営委員会視察研修（秋田県）

議員全員協議会

おおさと地域振興公社に関する調査特別委員会 

宮城県鉄道整備促進期成同盟会総会（仙台市）

震災復興セミナー（蔵王町）

月　日

8/25

8/26

8/27

8/27～8/28

8/29

8/29

8/29

8/30

8/31

9/4～9/19

9/15

9/16

9/20

9/21

9/22

9/26

9/26

9/27

用　　　　　務

議会運営委員会

企業立地セミナー ｉｎ Tokyo（東京都）

吉田川・鶴田川改修促進期成同盟会総会（大崎市）

宮黒議長会正副議長局長合同研修会（秋田県）

議会運営委員会

議会広報委員会

黒川郡町村議会議員研修会第1回実行委員会（大和町）

大郷中学校運動会

第36回黒川郡婦人防火クラブ連合会研修会

第3回（9月）定例会

敬老会

秋の交通安全県民総ぐるみ運動大郷町拡大会議

大郷保育園運動会

第39回黒川地区交通安全宣言大会

黒川地域行政事務組合議会運営委員会（大和町）

宮城県町村議会議長研修（村田町）

第3回黒川地域行政事務組合議会定例会・議員全員協議会（大和町）

第349回県議会傍聴（仙台市）



「
ま
ち
づ
く
り
会
議
」
を
設
置

ふ
る
さ
と
納
税
の
先
進
地

（
表
敬
訪
問
）

【
意
　
見
】

「
ま
ち
づ
く
り
」
と
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
は
切
り
離
せ
な
い
も

の
と
考
え
る
。
各
自
治
体
は
工

夫
を
凝
ら
し
、
Ｐ
Ｒ
に
躍
起
に

な
っ
て
い
る
。
寄
附
金
の
御
礼

に
つ
い
て
は
多
様
な
意
見
も
あ

る
が
、
６
次
化
製
品
の
開
発
を

進
め
、
本
町
産
の
農
産
物
と
合

わ
せ
、
特
典
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　
現
在
、
町
は
新
長
期
総
合
計

画
の
策
定
に
取
り
か
か
っ
て
い

る
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と

な
る
計
画
で
あ
り
、
本
町
の
立

地
条
件
を
十
分
理
解
し
、
各
層

か
ら
の
意
見
を
吸
収
し
、
人
口

推
移
の
見
定
め
は
背
伸
び
せ
ず

現
実
を
見
据
え
、
実
現
可
能
な

計
画
の
提
案
に
期
待
す
る
。
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池
田
町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り

を
総
合
的
に
進
め
る
た
め
、「
ま

ち
づ
く
り
会
議
」
を
設
置
し
て

い
る
。
当
初
は
１
０
０
人
だ
っ

た
が
、
現
在
は
50
人
規
模
で
行

っ
て
い
る
。
こ
の
組
織
が
中
心

と
な
り
、
総
合
計
画
書
を
作
成

し
、
平
成
26
年
度
よ
り
第
４
次

計
画
書
の
も
と
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。

　
第
４
次
計
画
で
は
、
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
等
に
よ
り
活

力
が
低
下
し
て
い
る
と
い
う
理

由
か
ら
、
働
く
世
代
、
子
育
て

世
代
の
住
宅
対
策
や
雇
用
対
策

を
進
め
、
住
み
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
政
策
の
基
本
と
し
た
。

特
に
人
口
指
標
で
は
、
マ
イ
ナ

ス
値
を
設
定
し
現
実
を
見
据
え

て
い
た
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、

過
度
の
御
礼
品
の
送
付
は
制
度

本
来
の
目
的
か
ら
逸
脱
し
て
い

る
と
の
観
点
か
ら
、
控
え
め
な

取
り
組
み
と
し
て
い
た
。

　
上
士
幌
町
は
人
口
減
少
が
進

む
中
で
、
都
市
と
農
村
の
交
流
、

農
商
工
連
携
に
よ
る
特
産
品
の

開
発
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用

等
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
８
割
の
御

礼
品
に
よ
る
還
付
を
実
施
し
、

平
成
25
年
度
に
は
１
万
３
２
７

８
件
、
２
億
４
３
０
０
万
円
以

上
の
寄
附
を
受
け
て
い
る
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
、
寄
附

へ
の
特
典
を
は
じ
め
、
町
政
全

般
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
７
月
２
日
、
本
町
と
災
害
時

相
互
援
助
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
て
い
る
北
海
道
清
水
町
の

役
場
に
表
敬
訪
問
を
し
、
議
長

及
び
町
長
と
ま
ち
づ
く
り
の
現

況
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

▲「ふるさと納税」により町のＰＲをしてはどうか

委員会活動リポート

「
ま
ち
づ
く
り
」と「
ふ
る
さ
と
納
税
」の
取
り
組
み
状
況
は

総務
産業
総務
産業

北
海
道
池
田
町
・
上
士
幌
町
を
視
察（
６
月
30
日
〜
７
月
２
日
）

い
け    

だ
　 

ち
ょ
う
　
　
か
み
　 

し
　 

ほ
ろ
　

ち
ょ
う



介入群

非介入群
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▲介護予防の最前線を探る

委員会活動リポート

教育
民生

す
増
加
し
、
本
町
に
お
け
る
認

知
症
対
策
は
緊
急
、
か
つ
待
っ

た
な
し
の
状
況
下
に
あ
る
。

　
一
方
、
今
回
の
所
管
事
務
調

査
で
も
、
軽
度
認
知
症
は
早
期

の
対
策
で
顕
著
な
改
善
が
図
ら

れ
て
お
り
、
軽
度
認
知
症
を
早

期
に
発
見
す
る
こ
と
こ
そ
認
知

症
予
防
の
最
善
策
で
あ
る
。

　
本
町
の
認
知
症
対
策
は
、
認

知
症
に
対
す
る
全
町
民
の
理
解

を
得
る
た
め
に
は
、
町
を
核
と

し
区
長
・
民
生
委
員
等
各
種
関

係
団
体
の
大
き
な
協
力
が
不
可

欠
で
あ
る
。
今
後
、
地
域
社
会

全
体
の
大
き
な
課
題
と
し
て
地

域
住
民
全
体
を
対
象
と
し
た
認

知
症
に
関
す
る
啓
発
運
動
（
研

修
会
・
講
習
会
等
）
、
及
び
65

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
し
た
Ｍ

Ｃ
Ｉ
（
軽
度
認
知
障
害
）
の
早

期
発
見
と
予
防
事
業
の
実
施
に

早
急
に
取
り
組
む
こ
と
を
強
く

求
め
る
。
　

　
宇
佐
市
社
協
が
取
り
組
ん
で

い
る
「
地
域
で
取
り
組
む
認
知

症
予
防
」
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。
２
０
０
４
年
か
ら
町
が

一
丸
と
な
り
、
区
長
・
民
生
委

員
そ
の
他
多
く
の
関
係
者
の
協

力
と
理
解
の
も
と
、
軽
度
認
知

症
の
方
々
を
対
象
に
、
認
知
症

予
防
教
室
を
立
ち
上
げ
、
改
善

に
精
力
的
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、

認
知
症
へ
の
進
行
が
減
少
し
た

実
態
と
そ
の
予
防
活
動
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
た
。

「
参
加
者
の
自
主
性
を
重
視

し
、
活
動
の
す
べ
て
を
参
加
者

同
士
が
話
し
合
い
な
が
ら
進
め

る
」
と
い
う
予
防
教
室
の
方
針

で
運
営
さ
れ
、
多
く
の
方
々
の

認
知
症
が
改
善
さ
れ
、
年
々
予

防
教
室
へ
の
参
加
者
は
増
加
し

た
。
現
在
13
カ
所
の
認
知
症
予

防
教
室
が
あ
り
、
継
続
支
援
を

し
て
い
く
方
針
で
あ
っ
た
。

　
社
会
福
祉
法
人
「
正
和
福
祉

会
」
が
運
営
す
る
「
そ
よ
か
ぜ

の
杜
」
は
、
認
知
症
の
方
を
抱

え
る
家
族
の
会
「
さ
つ
き
会
」

を
支
援
し
て
い
る
。
ま
た
、
認

知
症
啓
発
活
動
、
介
護
予
防
教

室
を
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
と
共
に
地
域
福
祉
の
根
起

こ
し
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
認

知
症
に
対
す
る
知
識
を
深
め
る

た
め
の
研
修
・
講
演
会
・
教
室

等
が
頻
繁
に
開
催
さ
れ
、
地
域

で
認
知
症
の
正
し
い
知
識
を
学

ぼ
う
と
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て

い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

【
意
　
見
】

　
65
歳
以
上
の
４
人
に
１
人
が

認
知
症
と
そ
の
予
備
軍
に
な
る

時
代
を
迎
え
、
本
町
で
も
軽
度

の
方
も
含
め
る
と
認
知
症
患
者

は
４
８
５
名
も
い
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
町
民
の
高
齢
化
が
進

む
中
、
認
知
症
患
者
は
ま
す
ま

介
護
予
防
対
策
及
び
認
知
症
対
策
の
先
進
事
例
を
学
ぶ

大
分
県
宇
佐
市
社
会
福
祉
協
議
会
、佐
賀
県
武
雄
市
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
そ
よ
か
ぜ
の
杜
を
視
察（
７
月
８
日
〜
10
日
）

【
認
知
症
は
予
防
で
き
る
】

地
域
福
祉
の
根
起
こ
し

う     

さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

た
け   

お

10.0

9.0

8.0

7.0

6.0

5.0

4.0

3.0

2.0

1.0

0.0

介入前後における認知機能の推移（記憶）

前 後
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人口減少が自治体に与える影響は？

　日本の人口は、2004年に過去最高（１億2,779万人）を記録して以来、減少に転じ、
2055年には約9,000万人になると推定されています。また高齢化の進展も急激です、
すぐにも高齢化率40％の社会が到来します。人口減少・超高齢化の社会における自治
経営が問われます。人口減少・少子高齢化の影響を最も受けるのが税収入です。
また、高齢化による社会保障費の増大は必至です。人口減少は、地域経済の停滞・不
振、住民負担の増加、コミュニティ崩壊、余剰施設・遊休施設の発生といったさまざ
まな問題を発生させます。人口減少を防ぐには、これまでの社会慣行を大転換するほ
どの「大胆な政策」と「地道な施策」が必要になります。ちなみに、本町の昭和29年
の大松沢村、粕川村、大谷村の３カ村合併時の人口は１万3,109人でした。その後、
昭和32年の１万3,455人を最高として、若干の増減はありましたが減少の一途をた
どっており平成26年10月現在で8,607人となっています。将来に向けて、夢のある、
誇りのもてるまちづくりをしていかなければなりません。

第12回

○大郷町の高齢化率と少子化率の推移

○人口減少がもたらす影響（自治体アンケート調査・複数回答）

高齢化率（％）【65歳以上人口／総人口】

少子化率（％）【15歳未満人口／総人口】

税収入の減少

地域経済の停滞・不振

住民負担の増加

コミュニティ崩壊・地域のスラム化

余剰施設、遊休施設の発生

行政職員の余剰や行政改革

その他

2010年

28.7

11.0

回答区市町村数

88.1

59.6

48.1

22.5

20.4

18.6

　2.5

2020年

37.9

10.4

2030年

41.4

　9.4

2040年

41.6

　8.9

注：構成比は有効回答数２８５に対する値

参考文献：平修久・桑野斉「自治体の将来人口と人口減少に対する意識」

（％）



人・農地プラン（地域農業マス
タープラン）について、よく内
容を見極め、本町の農業に最適
な支援策を提案してほしい。

第52回第52回第52回第52回

①人・農地プランについては、町内の地
域が抱える人と農地の問題を解決する
ため、農地中間管理機構等をフルに活
用できるよう、定期的な見直しを行っ
てまいります。
②幅広く利用して頂けるよう、町の広報
等を通じ、今後も積極的に周知を行っ
てまいります。なお、要件等について
も、現状に即した利用しやすい補助金
とするため、必要に応じ改正してまい
ります。

農政商工課長　
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①本町の農業に最適な支援策を

農業振興総合補助金は、各経営
体の利用対象者への周知徹底を
図り、有効活用に努力されたい。
（①と②共に、平成26年6月議会総
務産業常任委員会の意見から）

②農業振興総合補助金の周知徹底と有効活用を

その後の対応と今後の計画

　幼稚園では、豊かな心とたくましい体
づくりを研究目標にし、指導の改善を
図っています。
　小学校では、体力づくりを主眼とした
教科体育の充実と体育的行事の工夫に努
めています。また、学校・家庭・地域の
協働を推進し、基本的な生活習慣の形成
を図っています。
　中学校では、個の体力に応じた運動量
確保の指導計画作成と実践を行っていま
す。平成27年度においては、今年度の
取り組みを継承しつつ、さらに改善を加
えながら「確かな体力の育成」を推進し
ます。

教育長　

子どもたちを取り巻く環境の変
化に伴い、体力低下が懸念され
ている。学校・家庭・地域が一
丸となり、体力向上や健全育成
に取り組む働きかけが必要では
ないか。
（平成26年６月議会　教育民生常
任委員会の意見から）

その後の対応と今後の計画

▲農業に花咲く未来を見出したい

▲子供たちの元気に思わず笑顔になる（大郷小学校の昼休み）

体力向上・健全育成に取り組む働きかけを



N
O
.176

平
成
26年

11月
1日 子供達が

夢を見つけられる町に

環境に配慮し再生紙を使用しています。

「
ゲ
ー
ム
ば
っ
か
り
し
て
な
い
で
」
と
、
最
近
何
か

に
つ
け
て
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
子
供
達
に
言
っ
て
も

や
め
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ゲ
ー
ム
は
面
白
い
で
す

か
ら
。
で
あ
れ
ば
、
ゲ
ー
ム
以
上
に
子
供
達
が
夢
中
に

な
れ
る
も
の
が
あ
れ
ば
い
い
。

　
ス
ポ
ー
ツ
は
そ
の
中
の
一
つ
で
す
が
、
大
郷
町
に
は

沢
山
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
あ
り
、
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
等
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
も
盛
ん
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
施
設
を
子
供
達

は
気
軽
に
利
用
で
き
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
団
員
は
、
年
々
減
っ
て
き
て
い
る
と
聞
き
ま

す
。
子
供
達
の
体
力
低
下
も
気
に
な
り
ま
す
。
子
供
達

が
「
何
か
や
っ
て
み
た
い
」
と
思
っ
た
と
き
に
、
充
実

し
た
施
設
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
存
分
に
活
用
で
き
、

す
ぐ
に
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
、
夢
中
に
な
っ
て
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
、
町
ぐ
る
み
の
仕
組
み
作
り
が
必
要

か
と
思
い
ま
す
。

　
将
来
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
す

る
選
手
が
大
郷
町
か
ら
出
て
ほ
し
い
。
そ
の
基
盤
と
な

る
ス
ポ
ー
ツ
の
盛
ん
な
ま
ち
づ
く
り
を
期
待
し
ま
す
。

 

東
日
本
大
震
災
時
に
「
米
」

が
保
存
食
と
し
て
の
力
を
発
揮

し
ま
だ
３
年
あ
ま
り
で
す
が
、

本
年
産
政
府
米
価
格
は
昭
和
45

〜
46
年
頃
の
価
格
に
ま
で
大
暴

落
、
生
産
費
を
大
幅
に
割
り
込

み
、
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

「
農
滅
び
て
国
滅
ぶ
」
の
ご

と
く
基
幹
産
業
で
あ
る
「
農
」

の
衰
退
は
即
、
本
町
の
消
滅
に

つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

 

食
糧
生
産
の
未
来
は
無
限
な

の
で
す
。
米
価
暴
落
へ
の
怒
り

を
バ
ネ
に
、
食
糧
自
給
率
向
上

の
道
を
一
緒
に
切
り
開
い
て
行

こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

千
葉
　
勇
治

おおさとみんなの議会／平成26年11月／176号 26

高橋　賢之さん
（ 木の崎 ）

皆さんの傍聴を
お待ちしています。

12月5日㈮
12月3日㈬

10時開会〜

委

員

長
　
赤
間
　
　
滋

副
委
員
長
　
和
賀
　
直
義

　
　
　
　
　
若
生
　
　
寛

　
　
　
　
　
高
橋
　
重
信

　
　
　
　
　
千
葉
　
勇
治

　
　
　
　
　
吉
田
　
茂
美

編
集
委
員

編
集
委
員

正確で解りやすくをモットーに
より良い紙面づくりを目指します！

視察研修に行ってきました。（南会津町、利府町）

読む皆さんがいて議会広報があります。今後もより「正確
で親しみやすい」紙面作りに取り組んでいきます。


